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 全国がん登録と連携した臓器がん登録による大規模コホート研究の推進及び高質診療 
データベースの為のNCD長期予後入力システムの構築に関する研究 

 
（研究分担者 竹政伊知朗・札幌医科大学消化器・総合、乳腺・内分泌外科・教授） 

 
 研究要旨                         

「欧州のがん登録状況と本邦への導入に関する考察」について欧州におけるがん登録
の現状を把握し今後の展望に関して検討した。欧州におけるがん登録体制としてEUR
OCOURSEプロジェクトが計画され，その結果ECO が開発された。ウェブサイトに
よる各種がん罹患率，死亡率やEU国間比較など包括的ながん情報を提供していた。 

 

Ａ．研究目的             
欧州におけるがん登録と臨床研究の関

係にについて現状を把握・整理し、今後
の本邦への導入に関して検討する。 

 
Ｂ．研究方法 
①世界（国際機関、米国、欧州）のがん
登録を調査・比較した。 
②欧州におけるがん登録体制としてEURO
COURSEプロジェクトについて調査した。
 
Ｃ．研究結果             
①国際機関としては、1966年に国際がん
登録学会（International Association of Can
cer Registries; IACR）が設立した。2017年
8月現在、529の国と地域が参加してい
る。主な事業としては、「5大陸のがん罹
患（CI5）」刊行が挙げられた。米国で
は、1971年に米国がん法が制定され、197
3年からNational Cancer Institute（NCI） 
によるSurveillance,Epidemiology, and End 
Results Program （SEER計画）が始まっ
た。最新で18州の州がん登録の参加を得
て全米人口の約30％をカバーする人口単
位のがん登録情報を、非特定化データ（de
-identified data）で収集し、比較的簡易な
手続きで一般に提供している。一方欧州
では、EU政府が1989年にがん対策を策定
し、欧州がん登録ネットワーク(European 
Network of Cancer Registries; ENCR)が組
織され、がん登録が始まった。現在ENCR
には41ヶ国が参加している。その主な事
業としてEUROCOURSEとEUROCAREが
挙げられた。 
 
②EUROCORSEプロジェクトの資金源はE
Uの政策執行機関であるEC(European Com
mission)である。そのプロジェクトの一環
として、国際がん研究所(IARC)の協力の
もとEuropean Cancer Observatory(ECO)が
開発された。ECOでは、EUREG(registr
y)、EUCAN(national estimates)、EUROCI
M(downloadable data)といった3つのウェブ
サイトで登録データの公開や利活用を図
っている。 

Ｄ．考察               
EUREGにおいてはICD10に準拠した疾

患分類を行い、欧州32ヶ国の国別罹患
率、死亡率、生存率などが、ウェブ上で
比較可能となっている。EUCANにおいて
は、24がん腫の国別罹患率、死亡率の国
間比較が可能となっている。欧州40ヶ
国、EU27ヶ国が登録されている。EUROC
IMにおいては、罹患率、死亡率などデー
タセットの作成と抽出が、ダウンロード
により可能となるが、現在作成段階にあ
った。 
 
Ｅ．結論  

代表的プロジェクトとしてEUROCOUR
SE、が挙げられた。ECOが開発され、EU
REG、EUCAN、EUROCIMの各ウェブサ
イトで、各種がん罹患率、死亡率やEU国
間比較など、包括的ながん情報を提供し
ていた。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況    
 （予定を含む。）  
 1. 特許取得：なし 
 2. 実用新案登録：なし 
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